
平成３１年 玉野市教育委員会 会議録

１．開 会

２．議 事

（１）議案第１９号 令和２使用 玉野市教科用図書の採択について

（学校教育課長） 資料により説明。

（石川教育長） 教育委員が教科書の内容を確認できるタイミングはあるか。

（学校教育課長） 第２回選定委員会が終われば持ち帰りいただく事も可能だ。７

月２３日（火）の教育委員会定例会でお示しする。

（加藤委員） 研究委員について、英語だけ同一の学校から２名選ばれている

のはなぜか。

Ⅰ 期 日： 令和元年５月１４日（火） 於：第１委員会

Ⅱ 開会時間： １４時４５分

閉会時間： １５時１５分

Ⅲ 出席委員： 教育長 石川 雅史 教育長職務代理者 野田 洋二

委 員 大川 佳郞 委 員 妹尾 恵美

委 員 加藤 正枝

Ⅳ 欠席委員： －

Ⅴ 出席者氏名： 学校教育課長 住田 義広 学校教育課主査 高木 文彦

教育サポートセンター事務長 妹尾 均

（書 記） 山内 祐樹

Ⅵ 会議内容：



（石川教育長） 専門性を見て適任と思われる者を配置している。

（妹尾委員） 会議を公開としない理由は何か。

（石川教育長） 個人的には会議の公開自体は可能であり得ると考えているが、

例えば一部の教科について、静かな環境下で議論できるかとい

う懸念も考える必要がある。

将来的に、他市の状況も見ながら対応していくこととなる。

（石川教育長） 選定結果を公開するにあたっては、きちんと説明できる理由を

示さなければならない。

選定委員会には、玉野市はどのような教育をしていきたいのか

を議論し、大きな目標を研究委員会に示してもらいたい。

研究委員会においては、教科書を使ってどう教育したいか、そ

の科目で育成したい力は何かを各教科で明確に示し、「そのため

にはこの教科書」という報告をしてほしい。

昨年度の道徳の教科書採択で気になったのは「学習指導要領に

則っている」という文言だ。これは教科書の大前提であり、本

市での採択のメインの理由にはなり得ない。また、絵が大きい、

見やすいというのも、理由の一番目に来るべきものではないと

思う。レイアウトを理由にする場合も、「玉野市の教育方針に合

っていて、さらにその中でこの教科書が教育的な観点から見や

すいレイアウトだ」といった形の答申をいただきたい。

（承認）

次回は、令和元年８月６日（火）１３：３０から第１会議室で開催するので参集

願います。

以上で、教科用図書の採択に係る教育委員会を閉会します。


